
　
東
京
都
品
川
区
に
位
置
す
る
私
立
品
川

女
子
学
院
中
等
部
・
高
等
部
は
、完
全
中
高

一
貫
教
育
を
行
う
女
子
校
だ
。漆う

る
し

紫し

穂ほ

子こ 

理
事
長
が
教
諭
・
校
長
時
代
か
ら
学
校
改

革
に
取
り
組
み
、
進
学
実
績
を
上
げ
て
き

た
。

　
進
学
指
導
に
力
を
入
れ
る
中
、
学
力
が

伸
び
る
生
徒
は
、
目
的
意
識
を
明
確
に

持
ち
、
学
習
へ
の
動
機
づ
け
を
自
ら
で
き

て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
目
的
意
識
を
持

た
せ
る
た
め
の
活
動
を
取
り
入
れ
て
き

た
。
そ
の
推
進
の
過
程
で
、
同
校
の
教
育

活
動
の
軸
と
な
っ
た
の
が
、
28
歳
の
時
に

社
会
で
活
躍
す
る
自
分
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ

　「28project

」
の
特
徴
は
、
社
会
と
直

接
か
か
わ
り
な
が
ら
、
チ
ー
ム
で
協
働
し

て
取
り
組
む
数
々
の
探
究
学
習
に
あ
る

（
図
１
）。
同
校
で
は
、
14
年
度
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ

（
＊
１
）
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
機
に
、

生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

「
問
題
発
見
力
」「
共
感
力
」「
発
信
力
」「
内

省
力
」「
英
語
プ
レ
ゼ
ン
力
」「
英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
の
６
つ
に
設
定
。多

く
の
体
験
を
通
し
て
失
敗
と
成
功
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
挑
戦
す
る
姿
勢
を
持
ち
、

他
者
と
協
働
し
て
物
事
を
成
し
遂
げ
る
力

を
育
む
と
い
う
ね
ら
い
の
下
、地
域
や
企

業
、大
学
と
連
携
し
て
い
た
従
来
の
活
動

し
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
必
要
な
資
質
・

能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「28project
」
だ
。神か

み

谷た
に

岳
副
教
頭
は
、28

歳
を
ゴ
ー
ル
と
し
た
理
由
を
こ
う
語
る
。

　「
大
学
卒
業
後
に
就
職
し
た
場
合
、
28

歳
は
社
会
人
５
〜
６
年
目
に
あ
た
り
ま

す
。
仕
事
を
一
通
り
覚
え
、
自
分
は
社
会

に
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
の
か
を
考

え
始
め
る
時
期
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
私

生
活
で
は
、
結
婚
や
出
産
を
考
え
る
よ
う

に
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
お
い

て
、
自
分
で
目
標
を
見
い
だ
し
、
そ
の
達

成
に
向
け
て
行
動
す
る
力
や
、
前
向
き
に

自
分
自
身
を
動
機
づ
け
す
る
力
を
育
む
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　「28project

」
は
、
２
０
０
３
年
度
に
、

既
存
の
教
育
活
動
を
整
理
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を
経
て
、
現
在

の
形
に
至
っ
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
が
教
師
間
で
共
有
さ

れ
、
今
で
は
、
ど
の
教
師
も
28
歳
の
生
徒

の
姿
を
念
頭
に
置
い
て
、
生
徒
と
接
し
て

い
る
。
進
路
進
学
指
導
部
長
の
斉
藤
浩
司

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
生
徒
に
は
、『
高
校
卒
業
後
10
年
の
節

目
に
も
な
る
28
歳
の
自
分
の
姿
を
思
い
描

い
て
い
こ
う
』
と
、
授
業
や
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
、
様
々
な
場
面

で
伝
え
て
い
ま
す
。『28project

』
が
本

校
の
教
育
活
動
の
中
心
で
あ
る
こ
と
は
、

生
徒
も
自
覚
し
て
お
り
、
28
歳
を
１
つ
の

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し
て
、
自
分
は
ど
う

あ
り
た
い
の
か
を
考
え
続
け
ま
す
」

＊１　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。

人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で

能
動
的
に
進
め
る
力
を
育
む

動
機
づ
け
に
も
通
じ
る

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
学
ぶ

東
京
都
・
私
立
品
川
女
子
学
院
中
等
部
・
高
等
部

28
歳
の
自
分
を
思
い
描
き
、そ
の
実
現
に
向
け
て

必
要
な
こ
と
を
見
つ
け
、行
動
す
る
力
を
育
む

「
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
の
育
成
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
東
京
都
・
私
立
品
川
女
子
学
院
中
等
部
・
高
等
部
で
は
、

自
分
の
人
生
を
能
動
的
に
築
い
て
い
け
る
力
の
育
成
を
目
指
し
て
、
２
０
０
３
年
度
か
ら
「28project

」
を
推
進
し
て
い
る
。

社
会
と
の
か
か
わ
り
、
他
者
と
の
協
働
、
他
者
評
価
・
自
己
評
価
な
ど
を
重
視
す
る
探
究
学
習
を
中
心
に
据
え
た
そ
の
取
り
組
み
を
見
て
い
く
。
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8 Apr i l  2020

0-01-J-22036-000 2020 年度VIEW21高校版 4月号 8頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校
04/07
芳賀

再
2
念
校

04/09
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P008-011_view21koukou-4g.indd   8 2020/04/09   10:49



を
見
直
し
、中
高
６
年
間
に
わ
た
る
探
究

学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
た
。

　
探
究
学
習
の
教
育
的
効
果
を
よ
り
高
め

る
た
め
に
取
り
入
れ
た
の
が
、「
デ
ザ
イ

ン
思
考
」
の
学
習
だ
。
そ
れ
は
、
日
常
生

じ
っ
く
り
意
見
を
交
わ
し
、
時
に
は
同
じ

人
と
何
度
も
対
話
す
る
中
で
、
仕
事
や
人

生
へ
の
向
き
合
い
方
な
ど
、
深
い
話
を
聴

く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ

の
人
の
姿
勢
か
ら
生
徒
自
身
が
感
じ
る
も

の
も
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
経
験
を

積
み
重
ね
る
中
で
、
自
分
は
ど
う
仕
事
に

向
き
合
っ
て
い
く
の
か
、
大
人
に
な
っ
た

ら
ど
う
あ
り
た
い
の
か
を
内
省
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
神
谷
副
教
頭
）

　「28project

」
の
主
な
内
容
を
具
体
的

に
見
て
い
く
。

　
１
〜
３
年
次
は
、「
地
域
・
日
本
・
世

界
を
知
る
」
を
切
り
口
に
し
た
体
験
学
習

で
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
実
践
し
、
視
野
を

広
げ
る
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
活
動
の
基
礎

を
学
ぶ
。
そ
し
て
、
３
年
次
の
「
企
業
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
総
合
学
習
」
で
は
、
企

業
と
共
同
で
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
に
挑
戦
す
る
。
そ
う
し
た
経
験
を
積

み
重
ね
た
上
で
、
４
・
５
年
次
は
「
起
業

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
５
年
次
は
家
庭
科

で
Ｃ
Ｂ
Ｌ
（
＊
２
）
に
取
り
組
む
。

　「
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
ク
ラ

ス
単
位
で
株
式
会
社
を
設
立
し
、
文
化

す
。
そ
の
手
法
は
、
人
生
に
お
い
て
自
分

が
進
む
道
を
見
い
だ
す
過
程
と
重
な
る
と

考
え
ま
し
た
。探
究
学
習
で
も
人
生
で
も
、

『
そ
れ
は
お
か
し
い
』『
こ
れ
を
何
と
か
よ

く
し
た
い
』
と
い
っ
た
思
い
を
大
事
に
し

て
ほ
し
い
と
考
え
、
１
年
次
か
ら
段
階
を

追
っ
て
『
デ
ザ
イ
ン
思
考
』
を
学
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
」（
神
谷
副
教
頭
）

　
外
部
と
連
携
し
た
活
動
で
は
、
外
部
講

師
の
話
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、
外
部
講
師

と
生
徒
が
対
話
し
、
協
働
作
業
を
す
る
場

を
必
ず
設
け
て
い
る
。

　「
保
護
者
で
も
教
師
で
も
な
い
大
人
と

活
の
中
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

を
発
見
し
、
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
練
り
上
げ
、
試
作
し
、
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
と
い
う
手
法
で
、
企
業
で

は
新
商
品
の
開
発
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
手
法
が
、
探
究
学
習
に
お
け
る

問
題
発
見
の
過
程
だ
け
で
な
く
、
生
徒
自

ら
が
人
生
に
お
け
る
動
機
づ
け
を
す
る
こ

と
に
も
生
か
せ
る
と
考
え
た
。

　「『
デ
ザ
イ
ン
思
考
』
で
は
、
テ
ー
マ
と

す
る
対
象
を
イ
ン
サ
イ
ト
（
洞
察
）
す

る
と
と
も
に
、
自
分
の
関
心
・
意
欲
の
中

か
ら
問
題
意
識
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
ま

＊プロフィールは 2020 年３月時点のものです。
＊２　Challenge Based Learning の略。問題解決型学習の１つの方法。解決策を立案するだけでなく、その実践までを行うプロジェクト型学習。

副
教
頭
、
１
学
年
主
任

神
谷
岳
　

か
み
た
に
・
た
け
し

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

29
年
目
。
道
徳
・
総
合
検
討
委
員
会
。

進
路
進
学
指
導
部
長

斉
藤
浩
司
　

さ
い
と
う
・
こ
う
じ

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

20
年
目
。

Ｃ
Ｂ
Ｌ
担
当

丸
山
智
子
　

ま
る
や
ま
・
と
も
こ

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
家
庭
科
担
当
。

東
京
都・私
立
品
川
女
子
学
院
中
等
部・高
等
部

◎
校
是
「
自
ら
考
え
、
自
ら
を
表
現
し
、
自
ら
を

律
す
る
」
の
下
、「
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
の
育
成
」

を
目
指
し
た
教
育
活
動
を
行
う
。
２
０
０
４
年
度

か
ら
中
高
完
全
一
貫
教
育
校
に
移
行
。
14
年
度
か

ら
５
年
間
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
。

◎
設
立
　
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
女
子
校

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
9
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
千
葉
大
、
お
茶
の
水
女

子
大
、
東
京
農
工
大
、
横
浜
国
立
大
、
首
都
大
学

東
京
な
ど
に
15
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
上
智
大
、　
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
明
治

大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
７
１
４
人
が
合
格
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.shinagaw

ajoshigakuin.
jp

プログラム名 実施学年 内容

デザイン思考
の育成

１年次
から順次

デザイン思考は、新たな価値や商品を生み
出すための手法の１つ。日常生活の中から
ユーザーのニーズや課題を発見し、事業・サー
ビスのコンセプトを練り上げ、アイデアを形
にして提案する。１年次からその基礎を学び、
体験学習などで実践。理論と実践を繰り返
して、徐々にその思考を身につけていく。

企業
コラボレーション
総合学習

３年次

毎年１〜２社の企業の協力を得て実施。生徒
と社員が共同して、新しい商品やサービスを
開発する。個人で考えた後、グループで議論
して原案を作成。クラス内で社員も含めて評
価し合い、選出されたクラス代表が学年で
発表し、最優秀作を決める。企業に認めら
れれば、実用化もされる。

起業体験
プログラム

４・５年次

クラス単位で株式会社を設立し、文化祭に
出す店を、企業経営と同じように運営する。
企業理念の設定に始まり、代表取締役、会計、
広報などの役割を決め、事業計画を立てて
準備。文化祭当日の販売を経て、決算をし、
株主総会を開催して会社を解散させる。

家庭科での
CBL（＊２）

５年次

４〜５人から成るチームごとに、身の回りの
生活での問題や疑問から課題を設定し、解
決策をまとめて提案。クラス発表、学年発
表を経て選ばれた代表チームが、オーストラ
リア研修に派遣され、現地の高校生に英語
でプレゼンテーションを行う。

＊学校資料を基に編集部で作成。

特集Featured

１
年
次
か
ら
の
積
み
重
ね
で

自
律
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

「28project」における主な取り組み図１
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祭
に
出
店
す
る
模
擬
店
を
経
営
す
る
活
動

だ
。
代
表
取
締
役
の
選
出
、
会
計
や
広
報

な
ど
の
担
当
決
め
を
行
い
、
企
業
理
念
を

設
定
し
て
、
事
業
計
画
を
作
成
す
る
。
出

資
を
募
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経

て
、
具
体
的
な
準
備
に
入
る
。
９
月
の
文

化
祭
に
向
け
て
、
４
月
か
ら「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
夏
季

休
業
な
ど
を
利
用
し
て
準
備
を
進
め
る
。

　「
商
品
や
食
品
の
単
な
る
販
売
と
せ
ず
、

そ
れ
ら
を
売
る
理
念
づ
く
り
か
ら
企
業
を

持
続
さ
せ
る
利
益
の
出
し
方
ま
で
を
経
験

さ
せ
よ
う
と
考
え
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始

め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、企
業
の
方
に
は
、

具
体
的
な
商
品
知
識
だ
け
で
な
く
、
企
業

理
念
な
ど
を
し
っ
か
り
語
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
斉
藤
先
生
）

　
家
庭
科
で
実
施
す
る
Ｃ
Ｂ
Ｌ
で
は
、生

徒
が
４
〜
５
人
の
チ
ー
ム
と
な
り
、身
の

回
り
の
問
題
や
疑
問
か
ら
課
題
を
設
定

し
、解
決
策
を
考
え
て
実
行
し
、そ
の
内
容

を
発
表
す
る（
写
真
１
）。19
年
度
は
、例
え

ば
、自
分
の
生
理
痛
を
父
親
に
理
解
し
て

も
ら
え
な
か
っ
た
経
験
か
ら
、男
性
の
生

理
痛
へ
の
理
解
を
促
す
活
動
を
提
案
し
た

チ
ー
ム
が
、生
理
に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
開
設
。生
理
に
関
す
る
映
画
の
上
映

会
も
企
画
し
た
。家
庭
科
担
当
の
丸
山
智と

も

子こ

先
生
は
、Ｃ
Ｂ
Ｌ
の
意
義
を
こ
う
語
る
。

外
部
講
師
に
評
価
さ
れ
、順
位
が
つ
け
ら

れ
る
。
例
え
ば
、Ｃ
Ｂ
Ｌ
で
は
、
ク
ラ
ス

代
表
に
よ
る
学
年
発
表
を
行
い
、学
年
代

表
に
選
ば
れ
た
チ
ー
ム
は
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
研
修
に
派
遣
さ
れ
、現
地
の
高
校
生

に
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

　「
評
価
の
際
に
は
、
評
価
基
準
を
明
示

し
、
評
価
の
過
程
も
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、

生
徒
に
不
満
が
残
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。順
位
を
つ
け
る
こ
と
で
競
争
意
識

が
生
ま
れ
、よ
り
よ
い
も
の
を
つ
く
ろ
う

と
、
生
徒
は
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
結
果
、全
体
的
に
も
高
い
レ
ベ
ル
の

成
果
が
得
ら
れ
ま
す
」（
神
谷
副
教
頭
）

　
２
つ
め
は
、相
互
評
価
と
自
己
評
価
の

場
を
設
け
る
こ
と
だ
。ま
ず
、
発
表
時
に

は
、評
価
シ
ー
ト
を
用
い
て
他
チ
ー
ム
の

発
表
を
評
価
す
る
。
活
動
終
了
時
に
は
、

チ
ー
ム
内
で
相
互
評
価
を
し
、相
手
に
伝

え
合
う
場
を
設
け
て
い
る（
写
真
２
）。そ

う
し
た
過
程
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、生
徒
は
、

評
価
の
順
位
も
納
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
個
々
の
特
徴
や
よ
さ
を
認

め
合
い
、
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、
自

分
も
頑
張
ろ
う
と
意
欲
を
高
め
て
い
く
。

　「
多
く
の
生
徒
が
自
分
の
意
見
を
は
っ

き
り
言
う
の
で
、
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
も
め
ご
と
が
起
き
て
も

自
分
た
ち
の
力
で
解
決
し
ま
す
。
１
年
次

か
ら
様
々
な
生
徒
と
の
協
働
を
通
し
て
、

互
い
が
納
得
す
る
答
え
を
出
す
方
法
を
体

得
し
て
い
く
か
ら
で
し
ょ
う
」（
丸
山
先

生
）

　
自
己
評
価
で
は
、
チ
ー
ム
で
の
役
割
や

貢
献
度
、
活
動
を
通
し
た
自
身
の
変
化
、

チ
ー
ム
に
不
足
し
て
い
た
も
の
と
そ
の
解

決
方
法
な
ど
を
言
語
化
す
る
（
図
２
）。

　「
活
動
の
度
に
自
己
評
価
を
行
う
こ
と

で
、
チ
ー
ム
や
自
分
の
問
題
と
そ
れ
に
対

し
て
と
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
内
省
し
、
次

の
学
び
に
生
か
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
身
に

つ
い
て
い
き
ま
す
。
他
者
と
の
協
働
や
自

己
の
内
省
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
他
者
の

こ
と
ま
で
も
よ
く
考
え
て
、
自
分
の
生
き

方
を
選
べ
る
人
に
な
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
丸
山
先
生
）

　「
大
学
入
試
で
は
課
さ
れ
な
い
家
庭
科

だ
か
ら
こ
そ
、
受
験
の
先
を
見
据
え
、
社

会
の
問
題
に
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
な
学

習
内
容
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
４
年
次

ま
で
に
探
究
学
習
を
繰
り
返
し
経
験
し
て

い
る
の
で
、
自
分
た
ち
で
話
し
合
っ
て
、

調
査
計
画
を
立
て
、
問
題
解
決
に
役
立
ち

そ
う
な
企
業
や
団
体
な
ど
を
探
し
出
し
、

協
力
を
依
頼
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
自
立

し
て
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
」

　
同
校
が
行
う
探
究
学
習
に
は
、２
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。１
つ
め
は
、
チ
ー
ム

間
の
競
争
だ
。１
年
次
か
ら
多
く
の
活
動

を
チ
ー
ム
で
行
い
、そ
の
成
果
は
教
師
や

写真２　相互評価シートを活用し、生徒が互いによい点を伝
え合うことで、一人ひとりの特徴を認め合う場とするととも
に、自分のよさを客観的に認識できるようにしている。

写真１　CBLの学年代表チームの発表は、聴衆からの質問
に答えながら進める対話形式とした。聴衆の生徒も、発表者
に質問するなど、能動的な姿勢で参加していた。

対
話
を
通
じ
て
他
者
を

理
解
・
尊
重
し
、内
省
に
つ
な
げ
る
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　「28project
」
の
集
大
成
と
し
て
、
28

歳
時
に
、
同
級
生
と
当
時
の
担
任
が
集
う

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
開
か
れ
る
。

起
業
し
て
自
分
の
会
社
を
持
っ
た
卒
業

生
、
海
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る

卒
業
生
、
子
連
れ
で
参
加
す
る
卒
業
生
な

ど
、
自
分
の
人
生
を
し
っ
か
り
歩
む
卒
業

生
の
姿
に
、
教
師
は
「28project

」
の

意
義
を
実
感
す
る
。

　「
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
、

自
分
の
よ
さ
を
他
者
の
た
め
に
役
立
て
よ

う
と
す
る
卒
業
生
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
」（
神
谷
副
教
頭
）

　「
企
業
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
総
合
学
習
」

な
ど
、
連
携
企
業
と
し
て
勤
務
先
と
の
間

を
取
り
持
つ
卒
業
生
も
出
て
き
た
。

　「
在
籍
時
の
満
足
度
が
高
く
、
在
校
生

の
役
に
立
ち
た
い
と
協
力
を
申
し
出
る
卒

業
生
が
多
い
こ
と
は
、本
校
の
強
み
で
す
。

『28project

』
の
意
義
を
勤
務
先
に
説
明

し
て
く
れ
る
な
ど
、
よ
い
循
環
が
で
き
始

め
て
い
ま
す
」（
斉
藤
先
生
）

　
卒
業
後
の
進
学
先
は
、
特
定
の
学
部
・

学
科
に
偏
っ
て
い
な
い
の
が
特
徴
だ
。
６

年
次
に
は
、
大
半
の
生
徒
が
明
確
な
希
望

進
路
の
下
に
志
望
校
選
択
を
し
て
い
る
。

　「
例
え
ば
、
企
業
経
営
を
学
び
た
い
か

ら
と
い
っ
て​

、経
済
・
経
営
・
商
学
科
を
ひ

と
く
く
り
に
考
え
ず
、各
学
科
の
内
容
を

し
っ
か
り
調
べ
て
か
ら
志
望
校
を
決
め
て

い
ま
す
。多
く
の
生
徒
が
第
１
志
望
に
こ

だ
わ
り
、大
学
入
試
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
個
々
の
力
を
よ

り
高
め
る
こ
と
だ
。
現
在
の
探
究
学
習
を

１
〜
３
年
次
で
行
い
、
Ｃ
Ｂ
Ｌ
で
個
人
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
加
え
る
こ
と
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
と
、
神
谷
副
教
頭
は
語
る
。

　「
チ
ー
ム
で
自
立
し
た
活
動
を
す
る
生

徒
を
見
て
い
る
と
、個
人
の
突
出
し
た
力

を
育
む
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。生
徒
が
、
自
分
の
あ
り
方
や
生
き
方

に
よ
り
つ
な
が
る
課
題
に
取
り
組
め
る
よ

う
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
編
す
る
予
定
で
す
」

生徒の振り返り（抜粋）

◎自ら行動して外部から情報を得ることや、解決策をすぐ考えるのではなく、課題についてよく
知ることが重要だと気がついた。結果ではなく、プロセスを重視するようになった。

◎今回初めてリーダーを務めたことは、私にとって大きな挑戦だった。よいリーダーとは、他者
に高圧的で、それでもよい仕事をすることで、メンバーについてこさせる人だと思っていた。し
かし、自分がリーダーを経験して、よいリーダーとは、メンバーが楽しく役割を果たせるように
することができる人だと分かった。

◎話し合いがうまくいかない時には、一度話を整理し、「自分たちが今、一番優先して行うべきこと」
を再確認した。何も考えが浮かばなければ、雑談などをしたり、飲み物を飲んだりして、頭が柔
らかくなるようにした。メンバー間で意見が食い違った時は、自分がまず相手の主張を最後まで
聴き、それを受け入れてから、自分の意見を言うようにした。

＊学校資料を基に編集部で作成。

特集Featured

CBLの「自己評価シート」、生徒の記述内容図２
自
分
が
思
い
描
い
た
分
野
で

活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち

　振り返ると、中高６年間の様々な経験が、
今の私の土台を築いたのだと思います。
　中学１年次からチームでの活動がたくさんあり、メン
バーは活動ごとに異なりました。いろいろな人と目標に
向けて必要な議論をする中で、個の違いを肯定的に捉え
られるようになり、先入観なく物事を見る姿勢が身につき
ました。違いを認め、受け入れる寛容さは、生徒にも先
生にもありました。私が入学時には考えてもいなかった生
徒会長に挑戦できたのは、何があっても仲間や先生が応
援してくれるという安心感があったからだと思います。
　企業へのプレゼンテーションでは、一生懸命考えた提
案でも通らないこともあり、挫折も味わいました。ただ、
何度も経験するうちに堂々と発表できるようになり、社会
人になった今、100人以上を前にした生徒講演や研究会
でも、自分の言葉で伝えることができていると感じます。
　2020年は、中学入学時から先生方に「１つのゴール」
と言われた28歳になります。在籍時に思い描いた自分
になれているのか。ホームカミングデーで同級生に会い、
確かめたいと思います。

自分の土台を築いた中高６年間
63期生　生徒会長
（株）ベネッセコーポレーション勤務　小川　舞さん

卒業生の声
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あり方・生き方を考える─主体的な進路選択のために─
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